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■ 

２
０
１
８
年
度
版　

中
小
企
業
組
合
必
携

 

群
馬
県
中
央
会

　

本
会
で
は
、「
２
０
１
８
年
度
版　

中

小
企
業
組
合
必
携
」（
全
国
中
央
会
著
）

の
購
入
申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

価　

格　

４
，
８
６
０
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　

＋
送
料
３
０
０
円

締　

切　

平
成
31
年
２
月
15
日（
金
）

※
詳
細
は
、
本
会
総
務
課
ま
で
。

インフォメーションインフォメーション
■
組
合
決
算
税
務
講
習
会
の
ご
案
内

 

群
馬
県
中
央
会

　

本
会
で
は
、
決
算
・
税
務
の
実
務
講

習
会
を
２
回
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
内
容

○
第
１
回

　

平
成
31
年
２
月
22
日（
金
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

テ
ー
マ: 

「
組
合
の
決
算
手
続
き
に
つ
い
て
」

　

 　

組
合
特
有
の
経
理
処
理
並
び
に
決

算
関
係
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
解
説

し
ま
す
。

○
第
２
回

　

平
成
31
年
３
月
８
日（
金
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

テ
ー
マ
： 「
組
合
特
有
の
税
務
と
申
告

の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」

　

 　

組
合
に
関
係
の
深
い
重
要
事
項
に

つ
い
て
、
個
別
項
目
ご
と
に
解
説
を

行
う
と
と
も
に
、
消
費
税
の
申
告
等

に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。

会　

場　

前
橋
問
屋
セ
ン
タ
ー
会
館

　
　
　
　
　

２
階
「
春
夏
の
間
」

　
　
　
　
　

前
橋
市
問
屋
町
２
‐
２

講　

師　

日
新
税
理
士
法
人

　
　
　
　
　

税
理
士　

古
知　

潔　

氏

参
加
料　

各
回
に
つ
き

１
人　

１
，
０
０
０
円

締　

切　

平
成
31
年
２
月
14
日（
木
）　

※
詳
細
は
、
本
会
振
興
課
ま
で
。

金
融
相
談
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
商
工
中
金
前
橋
支
店

　

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
太
田
商
工
会
議
所

　

２
月
20
日

　

・
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

■
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集

 

群
馬
県

　

群
馬
県
で
は
、
２
０
２
０
年
春
の
大

型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
「
Ｇ
メ
ッ
セ

群
馬
」
オ
ー
プ
ン
に
先
駆
け
て
、「
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」を
設
け
、

新
た
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
産
業
に
参
入

し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
事
業
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
催
に
は
、
幅

広
い
業
種
の
事
業
者
に
参
画
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
す
る
こ
と
で
、
主
催
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
県

の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
自
社
Ｐ
Ｒ

の
機
会
が
得
ら
れ
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法

○
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
２
７

－

２
２
３

－

４
３
７
１

○
Ｅ
メ
ー
ル

　

ｋ
ｏ
ｎ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
ｉ
＠
ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
．

　

ｇ
ｕ
ｎ
ｍ
ａ
．
ｌ
ｇ
．
ｊ
ｐ

○
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム

　

 

右
記
の
い
ず
れ
か
か
ら
、「
群
馬
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
申
請

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

費　

用　

無
料

※ 

詳
細
は
、
群
馬
県
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

推
進
課
ま
で
。

編
集

後
記

◆
今
年
の
元
日
の
早
朝
、「
赤
城
山
」
に
登
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
目
的
は
平
成
最
後
の

初
日
の
出
を
見
る
た
め
で
す
。
登
山
靴
に
ア

イ
ゼ
ン
を
付
け
、
雪
道
を
や
っ
と
の
思
い
で

登
り
き
り
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
待
つ
こ
と

30
分
、
地
平
線
の
彼
方
か
ら
出
現
し
た
「
ご

来
光
」
に
、
何
か
特
別
な
意
味
合
い
を
感
ぜ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
「
平
成
」
も
あ
と
わ
ず
か
、
５
月
に
は
改

元
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
外
国
人

労
働
者
の
受
入
れ
拡
大
や
選
挙
、
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
な
ど
、
今
年
は
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
が
目
白
押
し
で
す
。
平
成
31
年
は
、
例
年

に
な
い
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
歴
史
的
な
一

年
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

◆
「
今
年
ほ
ど
、
経
済
展
望
を
語
る
の
が
難

し
い
年
は
な
い
」
こ
れ
は
、
中
央
会
新
春
講

演
会
に
登
壇
し
た
双
日
総
合
研
究
所
の
吉
崎

達
彦
氏
の
言
葉
で
す
。
海
外
情
勢
に
は
不
安

材
料
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
加
え
、
株
価

や
為
替
は
12
月
下
旬
か
ら
ず
っ
と
波
乱
含
み
。

さ
ら
に
政
府
の
基
幹
統
計
が
信
じ
ら
れ
な
い

と
あ
っ
て
は
、
プ
ロ
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
さ

え
、
先
を
見
通
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
よ

う
で
す
。（
講
演
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
来

月
号
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
）

◆
先
が
見
通
せ
な
い
以
上
、
勢
い
よ
く
「
猪

突
猛
進
」
す
る
こ
と
は
控
え
た
方
が
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
意
外
に
も
、
十
二
支
の
最

後
に
位
置
す
る
亥
年
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

し
っ
か
り
蓄
え
て
次
の
始
ま
り
に
向
け
て
準

備
を
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

◆
私
も
今
年
は
、
雄
大
に
ど
っ
し
り
と
構
え

る
「
赤
城
山
」
の
よ
う
に
、「
浮
世
」
に
流
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
腰
を
据
え
て
「
猪
っ
と
ず

つ
猛
進
」（
！
）
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
Ａ
・
Ｉ
）

○
２
０
１
８
年
度
版　

中
小
企
業
組
合
必
携

　

働
き
方
改
革
関
連
法
が
わ
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
財
務
指
標
の

最
新
数
値
、
平
成
30
年
度
税
制
改
正
の
内

容
を
踏
ま
え
組
合
が
活
用
で
き
る
申
告

モ
デ
ル
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。


